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Transformation of the “Knowledge” and Development of the Marja‘-e Taqlid 
under Khamene’i’s Leadership: Reconsidering the Infl uence of the Political 
Order on the Religious System
Kuroda Kenji*
Several weeks after the death of Aya Allah al-‘Uzma ‘Ali Araki in November 1994, 
Supreme Leader ‘Ali Khamene’i was promoted by the two Iranian Islamic jurist groups 
as one of the recommended maraja‘-e taqlid (“sources of emulation,” the title of the 
highest-educated Islamic jurisconsults).  This event has had an impact on not only the 
marja‘-e taqlid system but also the relationship between political authority and religious 
authority in post-Khomeini Iran.  Although many researchers have referred to this 
event, only a few have examined its subsequent infl uence on both Iranian politics and 
the marja‘-e taqlid system in Iran.
In this paper, I will attempt to reveal the infl uence of this event on the marja‘-e 
taqlid system in Iran in two ways.  First, I will illustrate the character of the new 
marja‘-e taqlid concept that was developed by the two associations, focusing on not 
only the intermittent aspect but also the continuous relationship between the marja‘-e 
taqlid system and the two associations’ announcements.  Second, by focusing on the 
location of Khamene’i as a marja‘-e taqlid in 2008, I will show the infl uence of this new 
marja‘-e taqlid concept on the development of the marja‘-e taqlid system in Iran after 
the 1994 event.
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 2） Prs. Rahbar Mo‘azzam. 司法権の最高責任者である司法権長（Prs. Ra’is-e Qovve Qaz̤a’i）の任命権，議会の立
法審査および国政選挙の立候補資格審査権をもつ監督者評議会（Prs. Shura-ye Naghahban）の半数を構成す
るイスラーム法学者の任命権をもつ．また国防省管轄下の国軍（Prs. Artesh）および革命防衛隊（Prs. Sepah-e 
Pasdaran-e Enqelab），内務省管轄下の治安維持部隊（Prs. Niru-ye Entezami），および情報安全省管轄下の特殊部






［Amanat 1988; Cole 1983: 33-46; Moussavi 1996: 279; Walbridge 2001a: 4; Mervin 2004: 63-
65］．4）これはシーア派独自の慣行であり，その背景には信徒が専門家と非専門家に大別される
ことによる．本来なら，全ての信徒が信仰生活上の諸問題に取り組めるように法判断（エジュ
テハード Prs. Ejtehad/Ar. Ijtihad）を行なえることが信仰上の義務とされ，全ての信徒は法判









とつに，法学権威制度が始まった［e.g. 富田 2003: 322-323］．7）しかし法学者が法学権威とな
るこの慣習は固定的ではなく，自然発生的で流動性に富む．たとえば，1961年に時の大法学
権威ハサン・ボルージェルディー（Prs. Hasan Borujerdi d. 1961）が死去して以降，従来の慣







 6） （1）神の唯一性（Ar. tawhid），（2）［神の］正義／公正（Ar. ‘adl），（3）諸預言者の存在（Ar. nubuwa），（4）
［シーア派において預言者ムハンマド没後の共同体の指導者であったと考える］イマームの存在（Ar. imama），
（5）最後の審判（Ar. ma‘ad），総じて「宗教の根源（Ar. usul al-din）」と呼ばれる特に重要な信仰箇条について
は，一般信徒自身の確信が必要とされ，モジュタヘドに従うことは禁じられている．一般信徒がモジュタヘド
に従う義務があるのは，総じて「宗教の枝葉（Ar. furu‘ al-din）」と呼ばれる議論の余地のある法学の諸問題，
つまり外面の行為である［cf. 富田 1997: 44-45］．
 7） 法学権威制度が生まれる背景には，シーア派法学派内の論争およびシーア派から派生した新宗教であるバーブ
教との宗教論争があり，そのなかで第 1に学派の組織化，第 2に集権的な法学者の存在の確立を目的とするな
かで始まったと考えられている［cf. Amanat 1988; Cole 1983: 33-46; Moussavi 1996: 279; Walbridge 2001a: 4; 
Mervin 2004: 63-65］．シーア派の信徒や一部の研究者は，9世紀半ばあるいは 14世紀初頭に制度が始まったと
考えるものの［cf. Sachedina 1988］，組織形成のレベル，あるいは法学権威の機能を判断基準に，現代的な法学
権威制度の開始を 19世紀半ばに定めている［e.g. Hosein 1377; Latif-Pur 1379; Aziz 2001: 143-147］．
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習に変化が生じ，常時，複数の法学権威が連立する状態となった［e.g. 富田 2002: 935］．
一般には，同師までの時代では，同じ時期に法学権威となった複数の法学者のなかで最長
命の法学者が死去することではじめて新たな法学権威が複数選ばれてきた［e.g. Momen 1985; 
Walbridge 2001a］．しかし同師の没後には，法学権威の補充／追加が連立中にもなされだし
たためである．またそれぞれの専門領域に限定して従うという役割分担論が主張されるなど





識，あるいは健常な視聴覚や識字能力をあげる場合もある［Ṭaleqani 1374: 132; Algar 1969］．
また研究者の間では，20世紀初頭に法学権威であったムハンマド・カーズィム・ヤズディー
（Muhammad Kazim al-Yazdi d. 1925）が，『固き絆（Ar. al-‘Urwa al-Wuthqa）』と題した信仰
生活上の想定問題解決集を著して以来，信仰生活上の想定問題解決集の執筆も要件に数える見




位の称号「大アーヤトッラー（Prs. Ayat Allah al-‘Ozma/Ar. Aya Allah al-‘Uzma）」を冠せられ
る場合が多い［e.g. 富田 2002: 935］．11）
法学者の称号としては，下位から順に「学徒（Prs. Ṭalabe/Ar. Ṭalaba）」，「イスラームの信
頼できる者（Prs. Ẕeqat al-Eslam/Ar. Thiqa al-Islam）」，「イスラームの証（Prs. Hojjat al-Eslam/
Ar. Hujja al-Islam）」，「イスラームとムスリムの証（Prs. Hojjat al-Eslam va-l-Moslemin/Ar. 




 9） Calmard［1991: 554］は，12イマーム派であることに代えて公正（Prs. ‘edalat/Ar. ‘adala）をあげる．







































ら，敢えて法学院という訳語をつけた［cf. 黒田 2007: 341, 350-352］．またマドラセには一般的な学校を指す意
味があることを注記したい．



















最高指導者であったホメイニー（Prs. Ruh Allah Musavi Khomeyni d. 1989）も法学権威で
あったが，ムスリムのイラン国民全てがホメイニーを法学権威としていたわけではなかった．
イラン国民のなかには，法学者の政治関与に否定的な見解をもち，ホメイニーの論敵であった
イラクのナジャフに居住するフーイー（Ar. Abu al-Qasim al-Khu’i d. 1992）の見解に従う者
や，法学者が直接的に政治に関与することを批判し，自宅軟禁にあったシャリーアトマダー


















［cf. Milani 1992; Omid 1992; Walbridge 2001a: 5］．この国家と宗教制度の関係がホメイニー
の後継者をめぐる問題のなかで重大な影響を及ぼすことになった．






て最有識（Prs. A‘lam）の法学者から選定されるという要件に変更された［cf. Edare-ye Koll-e 





























性が高く，モハンマド・ヤズディー司法権長19）（Prs. Mohammad Yazdi b. 1931/2），ナーテク・









難くない［cf. Walbridge 2001b: 234-235］．
こうした 2つの立場の角逐を背景に，94年 11月の国家が推奨した法学権威アラーキーの
死去を受けて，右派の法学者組織，テヘランの闘うウラマー協会（Prs. Jame‘-e Rowhaniyat-e 
Mobarez-e Tehran以下・闘うウラマー協会と略記），コム・ホウゼ講師協会（Prs. Jame‘-e 
Modarresin-e Howze-ye ‘Elmiye-ye Qom以下・講師協会と略記）が，それぞれ法学権威として
推奨する複数の法学者を公表した［富田 1997: 42; Gieling 1997: 780］．時系列に沿えば，12
月 1日に闘うウラマー協会が 3名の法学者を，7日に講師協会が 7名の法学者を推奨する法学
権威として発表した［富田 1997: 42; Saleh 1385: vol. 8. 213-214］．
両組織が推奨する法学権威にハーメネイーが含まれていることが国家の方針を反映して
17） 法学権威の政治的役割を重視する法学権威論は，法学権威であったハサン・ボルージェルディーの死後に検討
されはじめた［cf. Lambton 1964: 120; Calmard 1991: 548-549］．
18） たとえば，テヘランの金曜礼拝説教師ジャンナティー（Prs. Ahmad Jannati b. 1926）が，アラーキー没後の金
曜礼拝において政治的指導力を法学権威の特に重要な条件としてあげている［cf. 富田 1997: 51］．
19） 89年の憲法改正によって，新設されたポスト．従来最高裁判所長官が実質的な司法府の最高責任者であったが，
司法権長が司法府の最高責任者の役割を担うようになった．
20） 監督者評議会と合わせて政治制度上，立法府にあたる．イラン革命後から 1979年までは，国民評議議会（Prs. 






ガーニー（Lotf Allah Safi Golpayegani b. 1920）によって執り行なわれ［富田 1997: 56］，サーフィ ・ーゴルパー




タバーイー（Prs. Qommi Ṭabataba’i d. 2007），モハンマド・サーデク・ロウハーニー（Prs. 
Mohammad Sadeq Rowhani b. 1926）22）が除外された．加えてイラン国家の支配体制に明確な












22） 同氏の表記については，モハンマド・ルーハーニーと記されていることが多い［e.g. 富田 1997: 41］．しかし本




シーラーズィー［Ehteshami 1995: 51; 富田 1997: 41］，アラーキーの実質的な後継者であったバフジャトらが推
薦法学者リストにあがっているように，発表に含まれていた法学者の水準はイラン国内に限れば概して高かっ
たと考えられる．
24） 2008年 9月 7日にヴァヒード・ホラーサーニー事務所で，2008年 9月 18日にショベイリー・ザンジャーニー
事務所で筆者がいつから法学権威になったのかとそれぞれの法学者の職員に質問をしたところ，ヴァヒード・
ホラーサーニーは 1978年頃から，ショベイリー・ザンジャーニーは事務所開設に関しては 1993年ごろからと




1．ランキャラーニー（Prs. Mohammad Faz̤el Lankarani d. 2007）*
2．バフジャト（Prs. Mohammad Taqi Bahjat d. 2009）
3．ハーメネイー*
4．ヴァヒード・ホラーサーニー（Prs. Hoseyn Vahid Khorasani b. 1921）
5．ジャヴァード・タブリーズィー（Prs. Javad Tabrizi d. 2006）*
6．ショベイリー・ザンジャーニー（Prs. Musa Shobeyri Zanjani b. 1928）






























25） Prs. Shura-ye Khobregan. 最高指導者の任命・罷免権をもち，8年を 1期とし，議長書記を含め 83名のイスラー
ム法学者によって構成される．
26） 議会の立法を監督し，国政選挙および専門家会議選挙の立候補者に対する資格審査権を有する．監督者評議会
は 6名のイスラーム法学者と 6名の一般の法律家によって構成され，前述のとおり（注 2）参照），イスラーム
法学者に関しては最高指導者によって任命される．



















ここでは 94年末の発表が法学権威のあり方に与えた影響を検証するうえで，2008年 9月 1





































ランに，モハンマド・バーケル・シーラーズィー（Prs. Mohammad Baqer Shirazi b. 1931）は
マシュハドに本部事務所を構えており，スィースターニー，ハキーム（Ar. Sa‘id al-Hakim b. 
1936），ヤアクービー（Ar. Mohammad Ya‘qubi）はイラクのナジャフに，ファドゥルッラー
（Ar. Muhammad Husayn Fadl Allah b. 1935）はレバノンのベイルートに本部事務所を構えて
いる．テヘランまたエスファハーンに調査範囲を広げると，テヘランに本部事務所を構える












35） たとえば，調査中ムーサヴィー・アルダビーリー（Prs. ‘Abd al-Karim Musavi Ardabili）やゲラーミー，モハン
マド・サーデク・ロウハーニーらはラマダーン中の特定の曜日の夜にタフスィール会を催していた．







ば，ヌーリー・ハマダーニー（Prs. Hoseyn Nuri Hamadani b. 1926）やマラクーティー（Prs. 




















































































バフジャト コム× 2，マシュハド ― コム 3
シャーフルーディー
（Prs. Mohammad Shahrudi）
コム，テヘラン，マシュハド ― コム 3
















ヤアクービー コム ナジャフ ナジャフ 2
モハンマド・バーケル・
シーラーズィー
コム，マシュハド ― マシュハド 2
モンタゼリー コム ― コム 1
アッバース・モダッレスィー・
ヤズディー
（Prs. ‘Abbas Modarresi Yazdi）
コム ― コム 1
マダニー・タブリーズィー
（Prs. Madani Tabrizi）
コム ― コム 1
カーゼム・ハーエリー
（Prs. Kazem Ha’eri）
コム ― コム 1
ショベイリー・ザンジャーニー コム ― コム 1
サーフィー・
ゴルパーイェガーニー
コム ― コム 1




（Prs. Yad Allah Duzduzani）
コム ― コム 1
エッゾッディーン・ザンジャーニー
（Prs. ‘Ezz al-Din Zanjani）
マシュハド ― マシュハド 1
モハンマド・サーデク・
ロウハーニー
コム ― コム 1
サーデク・シーラーズィー コム ― コム 1
テフラーニー テヘラン ― テヘラン 1
ジャンナーティー
（Prs. Ebrahim Jannati）
コム ― コム 1
ミーラーニー
（Prs. ‘Ali Milani）
コム ― コム 1
ガラヴィー・アーリヤリー
（Prs. Gharavi ‘Aliyari）
テヘラン ― テヘラン 1




を，ソブハーニー（Prs. Ja‘far Sobhani b. 1930）は憲法制定のための専門家会議議員などを，
ジャヴァーディー・アーモリー（Prs. Javadi Amoli b. 1933）はマーザンダラーンにおけるハー
メネイーの代理人，最高司法評議会員，憲法制定専門家会議議員，第一期・第二期後継者選出
専門家会議議員などを，サーフィー・ゴルパーイェガーニーはホメイニー期における監督者
評議会員，マザーヘリー（Prs. Hoseyn Mazaheri b. 1934）は第二期専門家会議員，マラクー















































































段階 法 学 権 威
1 スィースターニー バフジャト モンタゼリー ヴァヒード・
ホラーサーニー
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